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CRDSの概要

• 2003年7月設立
• 客観的な立場で、国の研究開発戦略を提案
• 「戦略プロポーザル」

→
 
現在まで77件

• ＪＳＴの基礎研究事業のテーマ等に活用

ミッション
１．場の形成：科学技術政策・戦略の立案に携わる人達と研究者との意見交換ができる場を形成する。
２．俯瞰：

 

科学技術分野全体を俯瞰する。
３．抽出：

 

今後重要となる分野、領域、課題、およびその研究開発の推進方法等を系統的に抽出する。
４．比較：

 

我が国の研究開発状況および技術レベルを海外諸国と比較し、俯瞰・抽出に活用する。
５．提言：

 

社会ビジョンの実現および科学技術の基盤充実とフロンティアの拡大を目指した研究開発戦略
を提案する。

そして、得られた成果については、外部に積極的に発信する。
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首席フェロー
野依良治
上席フェロー
黒田昌裕

センター長
吉川弘之

アドバイザリー委員会

副センター長
有本建男
植田秀史

戦略プロポーザル
作 成 チ ー ム

細胞社会構築チーム

感染制御チーム

細胞ＩＣＴチーム

エネルギーモデルチーム

都市インフラチーム

二次元物質チーム

ｴﾈﾙｷﾞｰ環境研究
開発拠点チーム

新型発電・電力貯蔵共通
基盤技術チーム

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・臨床医学ﾕﾆｯﾄ
上席フェロー

 

浅島

 

誠

ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・材料ユニット
上席フェロー

 

田中一宜

電子情報通信ユニット
上席フェロー

 

丹羽邦彦

システム科学ユニット
上席フェロー

 

木村英紀

環境・エネルギーユニット
上席フェロー

 

笠木伸英

技 術 分 野 別

政策ユニット
副センター長

 

有本建男

海外動向ユニット
上席フェロー

 

林

 

幸秀

横 断 的

事 務 局

企画運営室
室長

 

岩田一彦

戦略推進室
室長

 

植田秀史

 

（兼）

中国総合研究センター
センター長

 

吉川弘之（兼）

事務局長
植田秀史

 

（兼）

課題解決ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝチーム

計測技術に関する
横断グループ

総括：吉川弘之（兼）

業務改善横断グループ

社会的期待発見研究
フォローアップグループ

横 断 グ ル ー プ

CRDSの組織体制
 
（平成23年度）

• 計測技術に関するＣＲＤＳの活動の企画・調整を行う。

• 発足：2009年10月20日

• メンバー：横断的に関連ユニットのメンバーが参加。

• アドバイザー：横断グループの活動に対して、専門的見地

 
から助言。
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科学技術・学術審議会
先端計測分析技術・機器開発小委員会

二瓶好正

 

主査

JST三番町
産学基礎基盤推進部

先端計測分析技術・機器開発事業

文部科学省
（基盤研究課）

CRDS計測技術横断Ｇ活動の位置づけ

要素技術プログラム
機器開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ｿﾌﾄｳｴｱ開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ実証・実用化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

事業実施方法検討、開発領域の選定

内閣府
 
CSTP

経
産
省

厚
労
省

● ● ● ●

戦略的創造
研究推進事業
CREST
さきがけ
ERATO

意
見
・情
報
交
換

成
果
展
開

独
法
（NE

D
O
,

産
総
研
等
）

産
業
界
・学
協
会
・
団
体

交
流
に
よ
る
意
見
交
換

戦略目標
・開発領域指定

・公募・採択方針

・計測技術の俯瞰
・海外動向
・戦略提言

ナ
ノ
テ
ク
・材
料

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

電
子
情
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計測技術に関する
横断グループ

研究者・コミュニティ
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細胞動態の統合的計測（調査報告）

＜先端計測G＞
井上孝太郎

 

上席F
＜計測技術U＞
安井至

 

上席F
＜環境技術U＞
安藤健

 

上席F

俯瞰図

「先端計測技術分野

 
国際比較

 

2008年版」

「ものづくりイノベーションのため

 
のハイスループット先端計測」

俯瞰図

プロポーザル作成活動など

俯瞰活動

「先端計測技術分野

 
国際比較

 

2009年版」

Dynamic Observationと

 
Modelingの協奏による

 
「界面現象の実環境動

 
的先端計測」

実環境４D計測チーム

「社会インフラの劣化診断・寿命

 
管理技術」

＜計測横断G＞
曽根純一

 

ｼﾆｱF

2004スタート （２００２年 田中耕一氏ノーベル化学賞受賞）

目的：

 

最先端の研究やものづくり現場でのニーズに応えるため、将来の創造的・独創的な
研究開発に資する先端計測分析技術・機器及びその周辺システムの開発を推進する。

先端計測分析技術・機器開発事業

 
（MEXT基盤研究課、JST産学基礎基盤推進部（先端計測担当））

＜計測横断G＞
吉川弘之

 

ｾﾝﾀｰ長

シングルセル計測チーム

俯瞰図

 
修正

ニーズ

 
俯瞰図

科学における未解決問

 
題に対する計測ニーズの

 
俯瞰調査（調査報告）

FY2006 FY2007 FY2008 FY2009       FY2010 FY2011

「計測技術に関する諸外

 
国の研究開発政策動向」

ＣＲＤＳ：これまでの計測技術に関する取組み
横断グループ

１

２
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（１）
 
諸外国の政策動向まとめ

 ※「計測・分析技術に関する諸外国の研究開発政策動向調査」より

【ポリシー】 諸外国では、先端的な計測技術の研究開発は、国家における科学技術競争
力、イノベーション創出の強化につながるとの認識の下、戦略的に研究開発投資を行って
いる。

各国とも、その政策は、研究開発機能をもった計量・標準化機関が中心となって担って
いるケースが多く、先端的な計測技術の研究開発は、「国家計測システム」の戦略的整備
の一環と認識されている。一方、欧米では、長期的な特定分野のミッションを掲げて取組
む、計測技術関連の研究開発プロジェクトも存在する。

【Ⅰニーズ共有化】 欧米は、「未解決の計測ニーズ」を大規模に意見集約し、そのビジョン

や戦略、ロードマップ等の共有化（計測に関わる全てのステークホルダー）を目指している。

【Ⅱ重点分野】 欧米における計測技術に係るファンディングは、ここ１～２年では、低炭

素社会の構築に向けて、「環境・エネルギー分野」を強化する傾向がある。

【Ⅲ連携】 欧米では、増加する「計測ニーズ」のすべてを、一つの国や機関で対応すること

が困難になってきており、外部との協力体制の構築を積極的に推し進めている。
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科学の発展における計測技術

• 吉川弘之CRDSセンター長：
– どんな学問分野においても、計測の限界に突き当たると科学の進

 歩が止まる。従って計測は科学の母（mother of science）と言って
 もよい。実際に研究のフロンティアは計測の進歩によって拡大され
 ている。

– 計測学は、物理学、化学というディシプリンの平面的な区分けの中
 に置くのではなく、すべての領域に対して独自の関係をもつ一つの
 「メタサイエンス」と考えることである（「メタ計測学」）。

生
命
科
学

ナ
ノ
・物
質
科
学

情
報
・
通
信
科
学

環
境
・エ
ネ
科
学

メタサイエンスとしての計測学

生
命
計
測

ナ
ノ
・物
質
計
測

情
報
・通
信
計
測

環
境
・エ
ネ
計
測

実験

理論

実験

理論

実験

理論

実験

理論

計
測
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
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計測技術に関する研究開発の分類

（基幹）
国家技術

（基礎）
科学技術

（応用）
産業技術

計測を基盤と
する分野

（測ることは別の目的

 を達成するための
手段）

（第１領域）

公共インフラ、テロ対

 策、防犯等の安心・安

 全の保障

（第３領域）

生命、ナノ・物質、情

 報・通信、環境・エネル

 ギーなど基礎科学の進

 展

（第５領域）

医薬、食品、素材、資

 源、電子機器、輸送機

 械等の産業発展・ベン

 チャー創出

計測分野
（測ること自体のレベ

 ル向上が目的）

（第２領域）

長さ、重さ等の
計量標準の設定

（第４領域）

計測科学（計測工学、

 分析化学、ナノ計測、

 計測システムなど）の

 進展

（第６領域）

計測(機器、分析サー

 ビス等)の産業発展・

 ベンチャー創出

・国家安全保障上での課題は？ ・計測分析機器を外から買うだけ

 
では研究者のレベル低下は？
・科学政策投資にムダは（海外製

 
品購入）？

・多品種少量の市場
・日本は医用画像診断機器（ＣＴやＭＲＩ

 
など）を開発可能な5カ国の１つだが、赤

 
字体質。
・開発支援：産、学、官の切り分け難しい。
・ベンチャー生まれない、育たない
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（２）
 
科学における未解決問題に対する

 計測ニーズの俯瞰調査：概要

「mother of scienceとしての計測」にフォーカスし、「科学における未解決問題」
を掲げ、そこで必要となる「計測ニーズ」を俯瞰的に調査。

有識者インタビュー、アンケートによって意見を収集し、ワークショップによって内
容を確認。各分野の課題リスト、水準（特徴）とトレンド、全体の俯瞰図を導出。
大きな視点から以下の点が明らかになった。

計測ニーズの60％が「生命科学」分野

より複雑な現象解明へ取り組むための計測ニーズが多い

「四次元レンズ」という未来予測も含めた計測ニーズが含まれる

計測ニーズ（ウォンツ）は、「メジャメント」と「キャラクタリゼーション」のどちらを目
的としているか分離し、さらに測定可能な物理量（メジャランド）に落し込む作業
があってこそ、計測技術の開発がスタート可能（ニーズとシーズの邂逅）。

ニーズと幅広いシーズとの邂逅の場の設定が重要な課題。
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まとめ：計測技術の研究開発戦略

政策提言（意思決定）のためのエビデンス：

Ⅰ ニーズの共有化

Ⅱ重点分野の設定

Ⅲ連携の推進

・調査（アンケート、インタビュー、ワークショップ）
・ニーズ・マップ／研究開発ロードマップ等の策定・広報
・データベース、共有ネットワーク構築の運営
など

・ニーズとシーズの邂逅
・深掘り調査／プロポーザルの策定
・海外動向調査／国際比較
・研究開発の実施支援
など

・関連機関（省庁、産業界、学協会等）との意見交換
・国際的な意見交換
・協力体制の構築支援
など※研究開発の連携

研究開発投資の連携
（国際、産学の連携）

科学における未解決問題に対

 
する計測ニーズの俯瞰調査

計測技術に関する諸外国の研

 
究開発政策動向

産総研・計量標準センターとの
意見交換

ニーズ・シーズの邂逅
（海洋生物多様性）

2010

2011

2010

2009

細胞動態の統合的計測

20102009
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ご清聴ありがとうございました

日本国キログラム原器
「ＳＰｒｉｎｇ-８」

走査型プローブ顕微鏡 Ｘ線回折分析装置



付録



ニーズとシーズの邂逅プロセス

＜各科学計測の体系づくり＞
ある指標が計測できると未解

 決問題のどこまで解明できるの

 か整理

＜メジャランドの設定＞
測定可能な物理量

中間的な研究者

必要条件

十分条件

ギャップ

計測フロンティア
：計測の極限化

各科学計測
：計測の普遍化

計測シーズ

計測ニーズ

↑できることから出発

計測機器はつくれない。
このようなことが計測できれば解

 明できると思うが・・・

専門のことはわからん。
何を測定すべきか明確な指標で

 示してくれれば開発可能だ・・・

↓学問的な流れとかけ離れて出発

邂逅に向け
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科学における未解決問題に対する計測ニーズ
の俯瞰調査

生命科学
ナノ・物質科学
情報・通信科学
環境・エネ科学

科学における
未解決問題に対する
計測ニーズ

各科学分野の有識者インタビュー

重要領域
重要課題

邂逅

物理・化学／分析化学／計測工学・シ

 
ステム／ナノ計測

フロンティアの
計測技術シーズ

海外政策動向

研究開発動向

2010年8月に報告書発行済
・Evidence ・Abduction

・Foresight

計測学・分析化学

計測分野の意見アンケート

2010年度

2011年度
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1,000,000 km

1,000 km

1 km

1 m

1 cm

1 mm

1 μm

1 nm

1 Å

1pm

地球円周（40,077km）

東京-ニューヨーク（10,850km）

東京-京都（500km）

エベレスト（8,848m）

ホームラン最長飛距離（172m）

ヒト個体（1.7m）

ヒト心臓（10cm）

やぶ蚊（5mm）

ミドリムシ（100μm）

ヒト細胞（6～25μm）

可視光波長（0.4～0.8μm）

タンパク質（10nm）

水素（ボーア）半径（0.5Å）

対象とする現象の変化時間

対
象
の
大
き
さ

細胞分化

分子の生体

 

内構造変化 生体分子の

 

個体内動態

 

解析

生体膜反応

脳機能の化学

 

的理解

生体微小環

 

境の機能

細胞内分子の

 

相互作用

生体内細胞動
態のリアルタイム

 

計測

器官毎の細

 

胞の個性

微生物感染・共生

 

機構

微気象の予測

生物による
有効成分の発見

外来種の防除

蓄エネ・デバイス
の性能限界

材料寿命の普遍的
原理

野生動物の
災害予知の仕組み

膜のイオン分離
（海水淡水化）

地下水の循環の
メカニズム解明

飲料水の汚染排除

胎児に対する
環境リスクの影響

地球環境問題の
プラネタリー・バウンダリー

周囲の電磁束分布の可視化

量子状態の計測
（電子、光子、イオン、原子）

中赤外、テラヘルツの計測

ユビキタス・センサー・ネットワーク
電気機器のスマートメーター

体表の電流分布の計測

加速度センサ、ファ

 

イバセンサー運転ロ

 

グ

多点同時電圧計測
電流値の可視化

自発電の多機能
気象観測

タンパク・シークエンサ

人体のユビキタス・センシング
・ネットワーク

個体情報の遠隔判別In-situイオン状態観察

マイクロクラックの
外観検査

地下モデリングツール
施肥のシミュレーション

微量微生物の
増殖状況観察

動物の感受性の解明
新たな指標の開発

地球規模の

 

CO2濃度測定など

固液の

 

動的シミュレーション

科学の未解決問題に対する計測ニーズ俯瞰
科学の

未解決問題

それに対する計測ニーズ

生命 ナノ・物質 情報・通信 環境・エネ

耐久性と高い物性を
備えた材料開発

ナノ・マクロレベルの
凝集体の機能予測

雰囲気下での
物質構造の可視化

環境成分の
ダイレクト分析ナノ構造体の

特性定量化

触媒反応機構
の解明

機能界面薄膜
デバイス

化学反応の素課程

器官発生に関与するタンパク質の相互

 

作用解析技術、細胞間メディエーターの

 

可視化技術、組織表現型の定量化技術、

 

発生機構のモデル化技術
タンパク質一分子解析（糖鎖修飾な

 

どの計測・評価）、微量水溶液中の

 

分子の原子レベルでの解析技術

生体分子のイメージング技術、分

 

子の非ラベル化技術、微量タンパ

 

ク質・ペプチド等の定量化技術

膜タンパク質の解析技術、微量ペプ

 

チド等の定量化技術、膜タンパクおよ

 

び関連分子のリアルタイム計測技術

単一細胞での微量

 

タンパク質計測技術
細胞間メディエーター

 

の可視化技術、細胞

 

分化の定量化および

 

モデル化技術細胞機能変化の定量化技術、細胞内タ

 

ンパク質の可視化および微量計測技術、

 

タンパク質ネットワーク解析技術

一細胞マーキング技術、
細胞の持続的可視化技術、

活動神経回路の可視化技術、
脳内タンパク質の定量化技術

難培養微生物の培養技術、

 

ゲノム間相互作用の解析技

 

術、タンパク質シークエンス

 

技術

微小引張り試験デバイス
ナノ・マニピュレーション
熱伝導率測定デバイス
疎水性・親水性の計測

超純度計測
合成環境での計測

分子ーマクロ凝集体の同時計測
計算シミュレーション

使用雰囲気での計測
大気環境下で測定できるＳＩＭＳ

10μｍスケール
の３Ｄ計測

反応状態および反応部
位のリアルタイム測定

空間・深さ分解能共に
原子レベルの測定

原子レベルでのフェムト

 

秒光ポンププローブ計測
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計測技術プラットフォーム

• 米国（ＮＩＳＴ）のＵＳ計測システム（ＵＳＭＳ）、ＥＵの欧州計測標準研究協会（ＥＵＲＡＭ
 ＥＴ）のような計測関連の活動をネットワークで結ぶ仕組みの構築が必要

計測集団（仮称）

③人材育成

①調査分析

ニーズとシーズの
邂逅

計測ニーズと計測シーズ
情報へのアクセス整備

日本の計測インフラの
整備状況の評価

諸外国の計測政策、
ロードマップ等の動向調査

重要だが未達成の
計測技術の開発提案

行政

国内外の科学技術
イノベーションの動向調査 ②メタ計測学の構築

業界団体（計測機器）

計測分析機器メーカ

受託計測分析企業

学術団体（ライフ、環境など）

学術団体（計測関連）

個々の研究者（開発者）

分析専門家

個々の研究者（ユーザ）大学・研究機関

産業界（半導体・自動車等）
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産総研・計量標準センターにおける領域俯瞰

出典：産業技術総合研究所

 

計量標準センター 17



計測技術シーズからの展開

産業・社会ニーズからの展開

装置開発

②普遍化する

①極限化する

計測技術の研究開発

③極限を
普遍化する

④普遍を
極限化する

知識開拓

極限化に向けた研究開発（新しい機器・手法開発への展開）
普遍化に向けた研究開発（規格化、標準化への展開）

出典：一村信吾氏（産業技術総合研究所

 

理事/標準・計測分野

 

研究総括）

計測技術の開発と標準化
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